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懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
7

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O七
年
二
月
二
八
日
発
行
)

の
成
立
事
情

中
井
木
菟
麻
日

『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』

啓

市

は
じ
め
に

西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考
』
(
以
下
『
堂
考
』
と
略
称
)
は
懐
徳
堂
研
究
に
際
し
て
必

読
の
文
献
と
さ
れ
る
。
執
筆
さ
れ
た
時
期
は
明
治
四
十
三
年
か
ら
四
十
四
年
に
か
け
て

で
あ
り
、
数
あ
る
懐
徳
堂
研
究
論
考
の
中
で
は
最
古
の
部
類
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
有
効
性
は
現
在
に
至
る
も
表
え
て
い
な
い
。
多
治
比
都
夫
氏
は
『
堂
考
』
に
つ
い

て
「
懐
徳
堂
に
関
し
た
調
べ
物
を
す
る
さ
い
、
今
な
お
最
も
基
本
的
な
手
引
書
で
あ
る
」

と
評
し
て
お
ら
れ
、
ま
た
近
年
に
お
い
て
も
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
よ
り

C
D
l
R
O
M
と
し
て
『
堂
考
』
が
出
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
一
証
と
な

h
F。

懐
徳
堂
研
究
の
基
礎
的
文
献
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
堂
考
』
で
あ
る
が
、
最
近
の
懐

徳
堂
研
究
に
お
い
て
は
『
堂
考
』
が
中
心
資
料
と
し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
が
発
見
さ
れ
、

研
究
に
用
い
ら
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
る
。
そ
の
文
献
と
は
、
江
戸
期
懐
徳
堂
を
支
え

た
中
井
家
の
子
孫
で
あ
る
中
井
木
菟
麻
自
の
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遣
事
』
(
以
下
『
先

哲
遣
事
』
と
略
称
)
で
あ
る
。

『
先
哲
遣
事
』
が
研
究
史
上
に
登
場
し
て
き
た
来
歴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

研
究
上
『
先
哲
遣
事
』
が
最
初
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
岸
田
知
子
「
懐
徳
堂
の
匙
苧
」

で
あ
る
。
た
だ
し
岸
田
氏
は
論
考
の
一
資
料
と
し
て
『
先
哲
遣
事
』
を
用
い
る
の
み
で

あ
り
、
『
先
哲
遣
事
』
自
体
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
先
哲
遣
事
』
は
新
出

釜

田

の
一
資
料
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

岸
田
氏
に
続
い
て
『
先
哲
遣
事
』
を
用
い
た
の
は
、
陶
徳
民
「
並
河
寒
泉
と
幕
末
の

〔盛一一一】

懐
徳
堂
l
1
1
『
居
緒
録
』
の
一
考
察
|
|
乙
で
あ
る
。
陶
氏
は
「
西
村
天
囚
は
す
で
に

中
井
黄
裳
(
筆
者
注
黄
裳
と
は
木
菟
麻
目
の
こ
と
)
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遣
事
』

に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
『
懐
徳
堂
考
』
下
編
に
ふ
れ
て
お
り
」
と
、
『
堂
考
』
下
編

が
『
先
哲
遣
事
』
を
基
本
的
な
資
料
と
し
た
こ
と
を
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
先

哲
遣
事
』
と
『
堂
考
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
非
情
に
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
た
だ
し

残
念
な
が
ら
、
ど
う
し
て
『
堂
考
』
下
編
が
『
先
哲
遣
事
』
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た

と
主
張
で
き
る
の
か
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
岸
田
氏
も

陶
氏
も
、
ど
ち
ら
も
『
先
哲
遣
事
』
を
研
究
対
象
と
し
た
論
で
は
な
い
の
で
、
そ
こ
ま

で
論
究
す
る
必
要
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

陶
氏
に
続
い
て
『
先
哲
遣
事
』
を
扱
い
、
か
つ
短
い
な
が
ら
も
初
め
て
『
先
哲
遣
事
』

を
中
心
に
据
え
た
論
を
示
し
た
の
が
、
湯
浅
邦
弘
編
『
懐
徳
堂
事
典
』
(
大
阪
大
学
出

版
会
二

O
O
一
年
)
掲
載
の
『
先
哲
遣
事
』
の
項
目
で
あ
る
。
こ
の
書
は
懐
徳
堂
に

関
す
る
諸
事
項
を
解
説
し
た
工
具
書
で
あ
り
、
工
具
書
と
し
て
の
限
界
は
あ
り
な
が
ら

も
、
こ
こ
で
初
め
て
『
先
哲
遺
事
』
は
研
究
対
象
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。
『
先
哲
遣

事
』
の
項
目
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
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中
井
木
菟
麻
自
が
中
井
家
伝
来
の
資
料
や
並
河
寒
泉
か
ら
の
伝
聞
を
も
と
に
作
成

し
た
懐
徳
堂
諾
先
哲
の
伝
記
。
中
井
木
菟
麻
自
の
手
稿
で
明
治
四
十
三
年
(
一
九

一
O
)
の
作
。
全
七
巻
二
冊
。
懐
徳
堂
と
水
哉
館
に
関
わ
る
先
哲
の
内
、
中
井
聾

庵
と
履
軒
の
伝
記
に
つ
い
て
は
「
胎
範
先
生
行
状
」
「
履
軒
先
生
行
状
」
が
残
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
竹
山
そ
の
他
に
つ
い
て
は
墓
誌
銘
以
外
に
依
る
べ
き
資
料
は

な
か
っ
た
。
本
書
は
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
、
竹
山
か
ら
寒
泉
、
・
桐
園
時
代
ま
で
に
つ
い
て
詳
細
に
内
情
を
記

し
て
い
る
。
ま
た
本
書
は
、
西
村
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』
を
執
筆
す
る
に
際
し
て

木
菟
麻
目
に
要
請
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
懐
徳
堂
考
』
の
基
礎
資
料
と
も
な
っ
て

い
る
。
本
記
録
と
『
懐
徳
堂
考
』
と
を
対
照
す
る
と
、
『
懐
徳
堂
考
』
が
以
下
に

本
記
録
に
依
拠
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

こ
の
記
事
は
、
回
目
頭
の
「
中
井
木
菟
麻
呂
が
」
よ
り
「
内
情
を
記
し
て
い
る
」
ま
で

が
『
先
哲
遣
事
』
成
立
の
事
情
を
述
べ
た
部
分
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
が
『
堂
考
』
と
の

関
係
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。
前
半
部
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
岸
田
氏
・
陶
氏
は
『
先

哲
遣
事
』
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
言
及

さ
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
事
項
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
半
部
に
つ
い
て
は
、
向

氏
の
説
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、
そ
の
説
の
根
拠
が
『
堂
考
』
と
『
先
哲
遣
事
』
と
の

比
較
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。
実
際
に
比
較
検
討
ま

で
至
っ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
工
具
書
の
一
項
目
と
い
う
性
格
上
、

や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
『
先
哲
遣
事
』
を
扱
っ
た
論
考
と
し
て
三
点
を
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
の
三
点

を
整
理
し
て
み
た
な
か
で
、
『
先
哲
遣
事
』
の
研
究
の
方
向
性
と
し
て
は
、
以
下
の
二

点
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
『
先
哲
遣
事
』
に
関
し
て
そ
の

成
立
事
情
と
『
堂
考
』
下
編
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
研

究
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
ら
の
指
摘
は
指
摘
に
と
ど
ま

り
、
現
段
階
で
は
実
証
的
な
論
が
備
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
研
究
の
あ
り
方

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
点
を
意
識
し
つ
つ
、
本
稿
は
『
先
哲
遣
事
』
の
成
立

状
況
か
ら
論
を
起
こ
し
、
続
い
て
記
事
上
か
ら
理
解
さ
れ
る
両
者
の
関
係
を
論
じ
、
そ

し
て
新
た
な
視
点
と
し
て
筆
者
で
あ
る
木
菟
麻
日
と
天
囚
と
の
執
筆
態
度
の
比
較
を
通

じ
て
、
『
先
哲
遣
事
』
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
み
た
い
と
思
う
。

成
立
に
つ
い
て

『
先
哲
遣
事
』
は
以
下
の
記
事
に
始
ま
る
。

懐
徳
堂
水
哉
館
諸
先
哲
中
、
聾
巷
ニ
ハ
胎
範
先
生
行
朕
ア
リ
、
履
軒
ニ
ハ
不
完
全

ナ
ガ
ラ
履
軒
先
生
行
朕
ノ
草
稿
ア
レ
ド
モ
、
竹
山
其
他
ニ
ハ
墓
誌
銘
ノ
外
ニ
言
行

ヲ
載
述
シ
タ
ル
者
ナ
シ
。
外
祖
寒
泉
翁
嘗
テ
予
ニ
謂
ヒ
テ
日
ク
、
五
口
坐
世
中
、
必

竹
山
履
軒
両
先
生
ノ
停
ヲ
撰
述
ス
ベ
シ
、
我
死
セ
パ
、
事
蹟
多
ク
埋
減
セ
ン
、
之

ヲ
惇
ス
ル
者
、
我
ニ
非
ズ
シ
テ
其
レ
誰
ゾ
ヤ
ト
。
而
シ
テ
之
ヲ
筆
ス
ル
ニ
及
パ
ズ

シ
テ
世
ヲ
逝
ラ
レ
タ
リ
。
今
ニ
シ
テ
之
ヲ
惇
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ト
モ
、
事
蹟
ノ
徴
ス

ベ
キ
者
極
メ
テ
少
シ
。
頃
者
西
村
君
天
囚
ガ
懐
徳
堂
考
下
編
ヲ
纂
述
セ
ラ
ル
ル
ニ

嘗
リ
テ
、
其
材
料
ヲ
求
メ
ラ
レ
タ
レ
パ
、
僅
ニ
家
ニ
存
ス
ル
所
ノ
記
録
ト
並
河
翁

ノ
直
話
ト
ヲ
収
輯
シ
テ
、
一
助
ニ
供
ス
ト
云
フ
。

明

治

庚

戊

歳

抄

黄

裳

識
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(
世
田
)

聾
惹
・
履
軒
以
外
の
懐
徳
堂
の
先
哲
に
は
伝
記
が
な
い
の
を
、
並
河
寒
泉
は
残
念
に

思
い
伝
記
執
筆
を
願
っ
て
い
た
が
、
執
筆
で
き
な
い
ま
ま
寒
泉
は
没
し
て
し
ま
っ
た
。

伝
記
執
筆
の
た
め
の
資
料
は
少
な
か
っ
た
が
、
先
日
天
囚
か
ら
『
堂
考
』
下
編
を
執
筆



す
る
た
め
の
資
料
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
家
蔵
の
資
料
と
寒
泉
か
ら
直
接
聞

〔
注
五
)

い
た
こ
と
を
ま
と
め
、
天
囚
の
一
助
と
な
し
た
、
と
い
う
の
が
こ
の
資
料
の
内
容
で
あ

る
。
文
末
の
「
明
治
庚
戊
歳
」
と
は
明
治
四
十
三
年
(
一
九
一

O
)
の
こ
と
。
黄
裳
と

は
前
述
の
と
お
り
木
菟
麻
呂
の
こ
と
。

こ
の
資
料
に
は
、
『
先
哲
遺
事
』
の
書
名
こ
そ
登
場
し
な
い
が
「
収
輯
シ
テ
、
一
助

ニ
供
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
木
菟
麻
呂
が
資
料
を
編
纂
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

し
て
な
に
よ
り
も
『
先
哲
遣
事
』
全
体
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

『
先
哲
遣
事
』
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
前
掲

『
懐
徳
堂
事
典
』
の
記
事
に
あ
る
「
懐
徳
堂
と
水
哉
館
に
関
わ
る
先
哲
の
内
、
:
:
:
『
懐

徳
堂
考
』
の
基
礎
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。
」
と
い
う
部
分
の
根
拠
も
、
記
事
の
あ
り

方
か
ら
考
え
る
に
こ
こ
に
引
用
し
た
『
先
哲
遣
事
』
冒
頭
の
一
文
を
基
礎
資
料
と
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
『
懐
徳
堂
事
典
』
も
こ
の
一
文
が
『
先
哲
遺
事
』
成
立
を

示
し
た
資
料
と
見
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
資
料
以
降
、
『
先
哲
遣
事
』
は
そ
の
内
容
に
入
っ
て
い
き
、
最
後
ま
で
成
立
事

情
に
つ
い
て
直
接
に
述
べ
る
こ
と
は
な
い
。
よ
っ
て
『
先
哲
遣
事
』
自
体
か
ら
直
接
に

成
立
事
情
を
窺
い
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
で
あ
る
木
菟
麻

(
注
六
》

E
日
記
る
『
秋
霧
記
』
を
参
照
す
れ
ば
木
菟
麻
呂
の
行
動
は
比
較
的
明
ら
か
と
な
る
。

つ
ま
り
『
秋
霧
記
』
よ
り
『
先
哲
遺
事
』
成
立
前
後
の
木
菟
麻
呂
の
様
子
を
知
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
『
先
哲
遺
事
』
成
立
事
情
を
窺
い
知
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
以
下
、
『
秋
霧
記
』
を
参
照
し
つ
つ
、
『
先
哲
遣
事
』
の
成
立
事
情
を
見
て
お

こ・フ。
:
:
:
同
氏
(
筆
者
注
天
囚
の
こ
と
)
ハ
四
月
ヨ
リ
欧
米
漫
遊
ノ
途
ニ
上
ラ
ル
、

六
月
末
ニ
帰
朝
シ
其
後
懐
徳
堂
考
下
ト
シ
テ
竹
山
履
軒
諸
先
生
ヲ
列
叙
ス
ル
ツ
モ

リ
ナ
レ
パ
其
材
料
小
為
ス
ベ
キ
遺
書
類
ヲ
教
示
セ
ラ
タ
シ
ト
ノ
コ
ト
ナ
レ
パ
予
ハ

書
楼
ニ
引
キ
テ
箕
陰
集
其
他
ノ
諸
書
ヲ
一
不
シ
タ
ル
ニ
氏
ハ
帰
坂
ノ
上
協
議
ヲ
遂
ケ

テ
謄
写
ノ
事
ヲ
依
頼
シ
タ
キ
考
ナ
レ
パ
材
料
ト
為
ス
ベ
キ
書
目
ヲ
成
ル
ベ
ク
至
急

ニ
・
製
セ
ラ
レ
タ
ク
弥
謄
写
ス
ル
コ
ト
』
ナ
リ
タ
ラ
パ
写
字
生
ノ
関
捷
ヲ
乞
フ
ト

ノ
事
ヲ
托
セ
ラ
ル

こ
の
記
事
は
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
八
日
の
も
の
で
あ
る
。
天
囚
は
四
月
よ
り
六

月
ま
で
欧
米
旅
行
に
行
っ
て
お
り
、
帰
国
後
『
懐
徳
堂
考
』
を
執
筆
す
る
予
定
で
あ
っ

【
注
七
V

た
。
そ
し
て
執
筆
の
た
め
の
資
料
を
頼
ん
だ
こ
と
を
示
す
の
が
こ
の
一
文
で
あ
る
。
木

菟
麻
口
口
は
天
囚
の
依
頼
に
こ
た
え
る
た
め
、
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
整
理
に
と
り
か
か
っ

ぉ
、
そ
の
間
に
も
天
囚
の
注
文
に
応
じ
て
、
必
要
資
料
を
な
ん
と
か
調
達
し
て
郵
送
し

て
い
た
。
例
え
ば
天
囚
が
中
井
家
の
系
譜
を
求
め
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
が
木
菟
麻
呂
は

系
譜
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
や
む
を
え
ず
竹
山
『
食
陰
集
』
を
資
料
に
系
譜
を

作
り
、
天
囚
に
送
っ
て
い
る
。
同
年
十
月
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。

A

注
九
}

資
料
整
理
は
一
応
同
年
十
一
月
一
日
に
終
了
し
た
。
終
了
す
る
ま
で
に
八
ヶ
月
も
の

時
間
を
要
し
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
八
ヶ
月
は
単
に
資
料
整
理
に
費
や
さ
れ
た
よ
う
で

あ
り
、
こ
の
期
間
中
の
『
秋
霧
記
』
に
は
『
先
哲
遣
事
』
と
い
う
書
名
が
登
場
す
る
こ

と
は
な
い
。
『
秋
霧
記
』
に
『
先
哲
遣
事
』
と
い
う
書
名
が
登
場
す
る
の
は
十
二
月
二

十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
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懐
徳
堂
水
哉
舘
先
哲
遣
事
一
冊
、
重
建
懐
徳
堂
意
見
重
建
水
哉
館
意
見
共
二
冊

蒙
養
篇
一
冊
(
上
杉
氏
属
)

右
西
村
氏
ニ
送
ル

十
二
月
二
十
六
日
ま
で
に
木
菟
麻
呂
は
『
先
哲
遺
事
』
の
一
部
を
執
筆
し
、
『
重
建

懐
徳
堂
意
見
』
『
重
建
水
哉
館
意
見
』
『
蒙
養
篇
』
と
あ
わ
せ
て
天
囚
に
郵
送
し
た
。
そ



し
て
こ
の
十
二
月
二
十
六
日
を
起
点
と
し
て
、
『
秋
霧
記
』
に
は
『
先
哲
遣
事
』
が
登

場
し
続
け
る
。
列
挙
し
て
お
こ
う
。

午
前
ハ
書
楼
ニ
あ
っ
て
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遣
事
の
第
二
巻
と
し
て
懐
徳
堂
再
興

之
書
状
を
写
す
(
明
治
四
十
四
年
一
月
十
七
日
)

書
楼
ニ
あ
り
て
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遣
事
の
第
二
巻
を
う
っ
す
(
同
一
月
二
十
日
)

こ
こ
に
「
第
二
巻
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
十
二
月
二
十
六
日
の

『
先
哲
遣
事
』
は
第
一
巻
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

A

注
十
日

終
日
書
楼
ニ
テ
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
巻
上
に
収
む
べ
き
書
類
を
写
す
，
(
一
月

二
十
三
日
)

嘗
楼
ニ
テ
先
哲
遣
事
の
末
に
竹
山
先
生
門
下
高
足
の
事
を
西
村
天
囚
君
の
た
の
み

に
よ
り
て
少
し
く
か
い
つ
く
(
一
月
二
十
五
日
)

又
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遣
事
を
も
送
る
(
一
月
二
十
六
日
)

午
後
書
楼
に
て
遺
書
遺
物
の
目
録
を
作
る
(
二
月
二
日
)

午
前
書
斎
に
て
蕉
園
先
生
之
遣
事
を
草
す
(
三
月
二
十
五
日
)

コ
ノ
後
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遣
事
編
纂
(
三
月
二
十
七
日
)

先
哲
遣
事
蕉
園
先
生
の
分
ま
と
ま
り
こ
れ
を
午
後
郵
便
に
て
西
村
君
へ
お
く
る

(
四
月
十
日
)

三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
は
、
木
菟
麻
呂
は
蕉
園
に
関
す
る
部
分
を
執
筆

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
先
哲
遣
事
』
で
は
、
蕉
園
は
第
三
巻
に
あ
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
の
三
巻
分
は
、
一
月
か
ら
四
月
上
旬
ま
で
の

三
ヶ
月
少
々
で
完
成
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
木
菟
麻
目
は
毎
月
一
巻
ぐ
ら
い
の

割
合
で
執
筆
を
続
け
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遣
事
編
輯
浄
写
ノ
為
寸
隙
ヲ
得
ぜ
し
て
久
シ
ク
秋
霧
記
ヲ
録

す
る
を
得
ザ
リ
シ
ガ
遺
書
第
七
巻
昨
日
ヲ
以
テ
送
リ
了
リ
タ
レ
パ
本
日
ヨ
リ
筆
ヲ

続
グ
コ
ト
』
為
シ
タ
リ
。
大
阪
朝
日
新
聞
ノ
懐
徳
堂
考
本
日
ヨ
リ
寒
泉
桐
園
二
先

生
ヲ
録
ス

(
七
月
一
日
)

『
先
哲
遣
事
』
の
執
筆
は
六
月
中
に
完
了
し
た
。
巻
四
以
降
の
四
巻
分
は
四
月
か
ら

六
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
で
仕
上
げ
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
木
菟
麻
呂
は
巻
四

か
ら
巻
七
ま
で
の
執
筆
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
急
い
で
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
代
償
が
『
秋
霧
記
』
の
中
断
で
あ
る
。
七
月
一
日
の
日
記
で
も
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
四
月
二
十
四
日
か
ら
こ
の
七
月
一
日
ま
で
の
『
秋
霧
記
』
は
記
録
が
途
絶
え
て
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い
る
。『

先
哲
遣
事
』
後
半
は
前
半
に
較
べ
て
か
な
り
の
速
度
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
理
由
は
七
月
一
日
の
日
記
に
「
大
阪
朝
日
新
聞
ノ
懐
徳
堂
考
本
日
ヨ
リ
寒

泉
桐
園
二
先
生
ヲ
録
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
囚
の
『
堂
考
』
執
筆
と
の
関
係
上
か
ら

で
あ
ろ
う
。
天
囚
は
筆
の
速
さ
で
有
名
だ
っ
た
の
で
、
木
菟
麻
呂
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
よ

う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
以
上
木
菟
麻
自
の
日
記
『
秋
霧
記
』
よ
り
『
先
哲
遣
事
』
の
成
立
事
情
を
調

査
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
『
先
哲
遺
事
』
は
『
堂
考
』
下
編
執
筆
の
た
め
に
天
囚
が

資
料
を
求
め
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
『
堂
考
』
下
編
の
参

考
資
料
と
し
て
誕
生
し
た
と
い
え
る
。
『
先
哲
遣
事
』
巻
四
以
降
が
急
い
で
執
筆
さ
れ

て
い
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
木
菟
麻
目
は
部
分
的
に
書
き

上
が
る
と
天
囚
に
郵
送
し
、
時
に
は
天
囚
の
求
め
に
も
応
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。



2 

木
菟
麻
呂
『
中
井
家
の
懐
徳
堂
』
と
天
囚
「
大
阪
の
懐
徳
堂
』
と

成
立
事
情
か
ら
み
れ
ば
『
先
哲
遣
事
』
は
『
堂
考
』
の
資
料
と
な
っ
た
書
籍
で
あ
る
。

木
菟
麻
呂
は
天
囚
の
要
請
に
応
じ
て
『
先
哲
遣
事
』
を
執
筆
し
、
天
囚
は
そ
れ
を
資
料

と
し
て
『
堂
考
』
下
編
を
執
筆
し
た
。
こ
の
こ
と
自
体
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
う
か
と

い
っ
て
そ
の
ま
ま
『
先
哲
遣
事
』
を
『
堂
考
』
の
資
料
と
し
て
の
み
位
置
づ
け
る
の
は

単
純
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
位
置
づ
け
だ
け
で
は
、
『
先
哲
遺
事
』
が
『
堂
考
』

と
の
関
係
の
み
で
し
か
語
ら
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
『
先
哲
遣
事
』
が
単
体
で
語
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
う
。
『
先
哲
遣
事
』
を
単
体
で
語
る
た
め
に
は
、
『
堂

考
』
と
の
関
係
か
ら
考
察
を
進
め
る
に
せ
よ
、
成
立
事
情
以
外
の
別
視
点
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
章
は
こ
の
別
視
点
を
求
め
て
、
作
者
で
あ
る
木
菟
麻

日
と
天
囚
と
を
考
察
対
象
と
し
、
両
者
の
執
筆
動
機
、
執
筆
態
度
を
考
え
て
み
た
い
。

既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
天
国
と
木
菟
麻
呂
と
は
、
懐
徳
堂
に
対
す

る
理
解
が
異
な
っ
て
い
た
。
木
菟
麻
呂
が
懐
徳
堂
再
興
を
願
っ
た
の
は
、
残
さ
れ
た
子

孫
の
責
務
と
し
て
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
中
井
家
復
興
の
意
識
も
込
め
ら
れ
た
吋
か
。
例

え
ば
、
木
菟
麻
呂
の
「
己
巳
残
愁
録
」
ぽ
脹

幼
少
か
ら
深
き
印
象
を
留
め
て
い
た
懐
徳
堂
の
悌
は
、
廃
校
後
に
な
り
て
も
脳
裏

を
支
配
し
て
、
憾
念
諦
め
が
た
く
何
と
か
し
て
復
興
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う

か
と
い
う
空
想
に
駆
ら
れ
つ
づ
け
て
、
之
を
復
興
す
る
は
祖
先
よ
り
負
わ
せ
ら
れ

た
吾
が
身
の
責
任
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
い
つ
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

と
あ
り
、
木
菟
麻
呂
の
懐
徳
堂
復
興
の
背
後
に
は
、
祖
先
か
ら
の
責
務
と
い
う
意
識

が
濃
厚
に
漂
っ
て
い
る
。
懐
徳
堂
を
復
興
す
る
と
す
れ
ば
、
中
井
家
の
子
孫
で
あ
る
自

分
こ
そ
が
中
心
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
い
意
識
が
そ
こ
に
存
在
す
る
。
木
菟

麻
呂
が
東
京
に
い
た
頃
、
一
部
の
人
々
が
懐
徳
堂
の
復
興
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
木

菟
麻
呂
の
耳
に
届
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
復
興
運
動
に
対
し
、
木
菟
麻
呂
は
中
井

家
を
無
視
し
た
も
の
と
憤
慨
し
、
中
井
家
所
蔵
の
懐
徳
堂
創
立
の
書
類
も
持
た
な
い
懐

(
注
十
三
一
}

徳
堂
な
ど
偽
懐
徳
堂
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
た
と
い
う
。

だ
が
現
実
は
木
菟
麻
目
の
思
い
と
は
異
な
る
方
向
に
動
い
て
い
く
。
明
治
四
十
四
年

十
月
五
日
に
挙
行
さ
れ
た
師
儒
公
祭
で
は
、
木
菟
麻
呂
は
遺
族
総
代
に
過
ぎ
な
か
っ
た

の
に
対
し
、
天
囚
は
委
員
総
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
師
儒
公
祭
は
木
菟
麻
日
・
天
囚
の
同

名
が
事
実
上
の
発
起
人
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
実
質
上
公
祭
を
運
営
し
て
い
た
の
は
、

天
囚
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
正
二
年
八
月
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
設
立
さ
れ
て
も
、
そ
こ
に

木
菟
麻
目
の
名
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
大
正
二
年
発
行
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務

報
告
』
の
「
(
二
)
発
起
人
」
の
項
目
に
は
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大
阪
人
文
会
の
議
に
日
く
、
懐
徳
堂
は
中
井
氏
の
私
学
に
非
ず
し
て
幕
府
の
保
護

と
志
あ
る
市
民
の
協
力
と
に
成
り
し
公
立
の
学
問
所
な
り

と
あ
り
、
木
菟
麻
呂
の
考
え
る
「
中
井
家
の
懐
徳
堂
」
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
「
大
阪
人
文
会
の
議
」
と
は
明
治
四
十
三
年
に
天
囚
が
懐
徳
堂
の
復
興
を
呼

び
か
け
た
席
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
復
興
当
初
よ
り
「
中
井
家
の
懐
徳
堂
」
は
否
定
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
重
建
懐
徳
堂
設
立
以
降
、
遺
品
寄
付
と
一
部
の
行
事
を

除
き
、
木
菟
麻
日
が
懐
徳
堂
の
活
動
に
直
接
関
係
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

以
上
の
文
脈
を
踏
ま
え
て
お
く
と
、
『
先
哲
遣
事
』
と
『
堂
考
』
と
が
成
立
し
た
の

は
、
両
者
の
懐
徳
堂
観
の
相
違
が
ま
だ
顕
在
化
す
る
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
と
な

る
。
木
菟
麻
目
は
「
中
井
家
の
懐
徳
堂
」
を
思
い
「
先
哲
遣
事
」
を
編
集
し
、
天
囚
は

「
大
阪
の
懐
徳
堂
」
を
思
っ
て
『
懐
徳
堂
考
』
を
執
筆
し
て
い
た
。
よ
っ
て
『
先
哲
遺



事
』
に
は
「
中
井
家
の
懐
徳
堂
」
が
、
『
堂
考
』
に
は
「
大
阪
の
懐
徳
堂
」
が
反
映
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。
次
章
で
は
『
先
哲
遣
事
』
と

『
堂
考
』
と
の
内
容
比
較
を
通
じ
て
、
両
者
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

3 

『
堂
考
』
と
『
先
哲
遣
事
』
と

『
先
哲
遣
事
』
は
『
堂
考
』
の
中
心
資
料
と
な
っ
た
書
物
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
両
者

に
共
通
記
事
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
例
え
ば
『
先
哲
遣
事
』
を
初
め
て
研
究
に
用

い
た
岸
田
氏
が
用
い
た
資
料
を
例
と
し
て
み
よ
う
。

竹
山
履
軒
ガ
幼
少
ノ
頃
ニ
ハ
、
冬
日
ニ
ハ
毎
朝
未
明
ニ
起
キ
、
一
人
ハ
手
桶
ヲ
提

ゲ
、
一
人
ハ
竹
帯
ヲ
措
ギ
テ
、
淀
屋
橋
ニ
往
キ
、
霜
白
ク
置
キ
ワ
タ
シ
テ
、
未
ダ

人
ノ
履
痕
ヲ
印
セ
ザ
ル
橋
上
ニ
立
チ
テ
、
手
桶
ヲ
硯
一
一
、
竹
帯
ヲ
筆
ニ
擬
シ
テ
、

帯
ヲ
措
ギ
、
且
歩
ミ
ツ
』
、
カ
ハ
ル
ノ
¥
大
字
ヲ
習
ヒ
タ
リ
ト
云
フ
。
寒
泉
翁
話

こ
の
記
事
の
末
尾
に
あ
る
小
文
字
の
「
寒
泉
翁
話
」
と
は
、
こ
の
逸
話
が
木
菟
麻
日

が
直
接
寒
泉
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
逸
話
は
『
堂
考
』

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
引
用
し
て
お
こ
う
。

兄
弟
幼
少
の
比
、
冬
日
は
毎
朝
未
明
に
起
出
で
、
一
人
は
手
桶
を
提
げ
、

竹
帯
を
措
ぎ
て
、
淀
屋
橋
に
至
り
、
霜
白
く
置
き
渡
し
て
未
だ
行
人
の
足
跡
を
印

せ
ざ
る
橋
上
に
立
ち
、
手
桶
を
硯
に
、
竹
帯
を
筆
と
為
し
て
、
代
る
六
¥
大
字
を

人
は

習
ひ
た
り
と
い
ふ
。

両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
内
容
は
も
と
よ
り
、
そ
の
表
現
ま
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
同
様
の
例
と
し
て
も
う
一
例
挙
げ
て
お
く
。
今
度
は
並
べ
て

み
る
。
右
が
『
先
哲
遣
事
』
、
左
の
ゴ
シ
ッ
ク
が
『
堂
考
』
で
あ
る
(
以
下
同
じ
)
。
内

容
は
竹
山
誕
生
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

其
出
生
後
、
東
涯
先
生
ガ
懐
徳
堂
ヲ
訪
ハ
レ
タ
ル
時
、

竹
山
生
ま
れ
し
比
、
京
よ
り
伊
藤
東
涯
講
釈
に
招
か
れ
て
懐
徳
堂
に
来
り
け
り
。

父
聾
華
ガ
「
私
ニ
モ
男
子
ガ
生
レ
マ
シ
タ
」
ト
テ
嬰
孫
ヲ
示
サ
レ
タ
ル
ニ
、

父
聾
篭
は
私
も
男
子
を
挙
げ
候
と
て
嬰
児
を
示
し
け
る
を
、

東
涯
先
生
ハ
、
ド
レ
ハ
¥
ト
云
ヒ
ツ
』
、
之
ヲ
受
ケ
テ
膝
ノ
上
ニ
置
カ
レ
タ
ル
ニ
、

東
涯
は
、
ど
れ
ハ
¥
ト
云
ひ
っ
与
、
抱
き
取
り
て
膝
の
上
に
置
き
け
る
に
、
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折
悪
シ
ク
放
尿
シ
テ
、
其
衣
ヲ
汚
シ
タ
レ
パ
、
東
涯
先
生
ハ
、

折

悪

し

く

放

原

し

け

れ

ば

、

東

涯

「
比
ノ
児
ハ
成
長
ノ
後
、
我
ニ
小
使
ヲ
カ
ケ
ル
ヤ
ウ
ナ
者
ニ
ナ
ル
カ
ナ
、
」
ト

生
長
の
後
は
、
設
に
小
便
を
か
け
る
や
う
な
者
に
な
る
か
ナ

此
の
児

と

云
ハ
レ
タ
リ
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
並
河
寒
泉
翁
話

去
は
れ
し
由
云
ひ
伝
え
た
り
。

両
者
は
部
分
的
な
表
現
の
あ
り
方
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
み
て
も
、
『
堂
考
』
が
『
先
哲
遣
事
』
を
資
料
と
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
は
疑
い
が

な
し



こ
の
二
例
は
竹
山
に
関
し
て
で
あ
っ
た
が
、
他
の
懐
徳
堂
の
諸
人
物
に
つ
い
て
も
同

じ
で
あ
る
。
例
え
ば
履
軒
に
関
す
る
記
事
で
は
、

或
人
江
戸
ニ
下
向
ス
ル
ニ
付
、
履
軒
ノ
許
ニ
来
リ
テ
、
用
事
ノ
有
無
ヲ

或
時
江
戸
に
下
向
せ
ん
と
す
る
人
履
軒
の
許
に
来
り
、
江
戸
に
用
事
は
な
き
ゃ
と

問
ヒ
タ
レ
パ
、
履
軒
之
ニ
苔
へ
テ
「
江
戸
ニ
往
キ
タ
ラ
パ
、
尾
藤
ニ
逢
ウ
テ
、
息
子

尋

ね

け

れ

ば

『

江

戸

に

い

た

な

ら

尾

藤

に

造

ふ

て

、

畢

間
ハ
八
十
歳
ヨ
リ
進
ム
者
デ
ア
ル
、
ト
日
フ
テ
呉
レ
、
」
ト
言
俸
テ
タ
リ
ト
云
フ
、

聞
は
八
十
麓
か
ら
進
む
者
ぞ
と
云
ふ
て
呉
れ
』
と
停
言
せ
し
と
な
り
。

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
並
河
寒
泉
の
場
合
。

寒
泉
モ
又
前
例
ニ
ヨ
リ
テ
城
入
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
、
城
代
ノ
為
ニ
控
ヲ
講
ジ
、

寒

泉

は

お

城

入

以

前

に

も

、

域

代

又

は

文
両
街

両
町

安
ノ
講
建
ニ
モ
臨
ミ
、
久
須
美
佐
渡
守
ニ
ハ
最
寵
願
ヲ
受
ケ
タ
リ
、

奉
行
の
講
師
と
為
り
、
久
須
美
信
遵
守
に
は
格
別
の
寵
願
を
受
け
た
り
け
る
が
、

嘗
テ
街
予
某
ノ
前
ニ
論
語
ヲ
講
ゼ
シ
ニ
、
街
予
菌
ヲ
用
井
タ
レ
パ
、
寒
泉

書
て
町
奉
行
某
の
前
に
て
論
語
を
講
ぜ
し
に
、
奉
行
菌
を
用
ひ
け
れ
ば
、
寒
泉

之
ヲ
答
メ
テ
、
吾
ガ
講
ズ
ル
所
ハ
是
レ
吾
ガ
言
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
聖
人
ノ
大
訓

之
を
径
め
て
、
吾
が
講
ず
る
所
は
、
是
れ
吾
が
私
言
に
非
ず
し
て
、
聖
人
の
大
訓

ナ
レ
パ
、
宜
シ
ク
種
ヲ
守
ラ
ル
ベ
シ

之
ヲ
去
ラ
シ
メ
タ
リ
、

ト
テ
、

宜
し
く
種
を
守
り
た
ま
ふ
べ
し
と
直
言
せ
し
に
、
奉
行
容
を
改
め
て
菌

を
去
り
た
り
と
い
ふ
。

F
h
l

，、
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こ
の
記
事
で
は
『
先
哲
遺
事
』
の
「
両
街
予
」
が
『
堂
考
』
で
は
「
両
町
奉
行
」
に
、

「
久
須
美
佐
渡
守
」
が
「
久
須
美
信
濃
守
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
脈
自
体
の
変
更
は

見
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
共
通
記
事
は
他
に
も
数
多
く
存
在
す
る
た
め
、
こ
れ
以
上
列
挙
す
る
こ

と
は
控
え
て
お
く
が
、
こ
う
し
た
多
く
の
共
通
記
事
の
中
、
『
先
哲
遣
事
』
と
『
堂
考
』

と
で
解
釈
が
分
か
れ
る
記
事
が
一
つ
あ
る
。
『
先
哲
遣
事
』
の
該
当
箇
所
を
揚
げ
て
お

/¥。

履
軒
一
日
骨
董
摩
ヲ
過
ギ
テ
、
一
ノ
鐸
ヲ
購
ヒ
来
リ
、
机
上
ニ
置
キ
テ
愛
玩
セ
シ

ニ
、
一
門
生
激
賞
シ
テ
、
羨
望
ノ
色
ア
リ
シ
カ
パ
、
履
軒
鍾
ヲ
携
ヘ
テ
骨
董
慰
ニ

就
キ
テ
日
、
此
ノ
品
ヲ
希
望
ス
ル
者
ア
リ
、
若
シ
来
ラ
パ
、
前
ノ
債
ヲ
以
テ
之
ヲ

費
ル
ベ
シ
ト
、
乃
慣
ヲ
取
ラ
ズ
シ
テ
去
リ
、
門
生
ニ
ハ
彼
ノ
骨
董
犀
ニ
就
キ
テ
買

フ
ベ
キ
由
ヲ
告
ゲ
タ
リ
、
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履
軒
が
あ
る
骨
董
屋
か
ら
「
錆
」
を
購
入
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
門
人
の
一
人

が
そ
の
鐸
を
大
い
に
気
に
入
り
、
羨
ま
し
そ
う
に
し
て
い
た
の
で
、
履
軒
は
そ
の
錆
を

骨
董
屋
に
返
品
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
鐸
を
欲
し
が
る
者
が
き
た
ら
自
分
が
購
入
し
た

値
段
で
譲
っ
て
や
っ
て
く
れ
と
言
い
残
し
、
返
品
の
代
価
も
と
ら
ず
に
出
て
い
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
逸
話
に
木
菟
麻
目
は
激
し
く
反
発
す
る
。
木
菟
麻
自
の
批
判
を
考
察
す

る
前
に
、
出
典
と
思
わ
れ
る
角
田
九
華
『
続
近
世
叢
語
』
を
確
認
し
て
お
こ
う
(
原
文



は
漢
文
。
訓
読
は
筆
者
に
よ
る
。
記
号
・
補
足
も
筆
者
で
あ
る
)
。

中
井
履
軒
、
骨
董
舗
を
過
ぐ
に
古
鐸
を
見
る
。
其
の
価
を
間
わ
ず
し
て
四
方
銀
を

以
て
之
を
買
う
。
舗
主
日
く
「
比
の
物
の
価
廉
し
、
何
為
れ
ぞ
此
の
知
き
や
」
と
。

履
軒
、
強
い
て
之
に
与
え
、
錆
を
獲
、
以
て
還
る
。
門
人
一
見
し
て
嘆
じ
て
日
く

「
嘉
品
な
り
。
請
う
、
黄
金
一
両
を
奉
り
以
て
之
を
獲
ん
」
と
。
(
履
軒
)
許
さ

ず
。
(
門
人
)
固
く
請
う
。
(
履
軒
)
乃
ち
之
を
許
す
。
履
軒
、
是
に
於
い
て
其
の

加
う
る
所
の
四
方
銀
を
懐
き
、
往
き
て
舗
主
に
与
ゆ
。
舗
主
怪
し
み
之
を
迩
し
、

審
に
名
居
を
察
し
、
其
の
大
儒
履
軒
為
る
を
知
る
。
以
謂
へ
ら
く
、
金
を
還
す
も

必
ず
受
け
ざ
ら
ん
と
。
藍
に
鮮
魚
を
盛
り
、
朝
に
其
の
家
に
投
げ
去
る
。

履
軒
は
四
方
銀
で
鐸
を
入
手
、
そ
れ
を
門
人
に
一
両
で
売
却
、
儲
か
っ
た
分
の
四
方

銀
は
庖
主
に
与
え
た
。
話
の
上
で
履
軒
の
と
っ
た
行
動
は
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
に
木
菟

麻
呂
は
反
発
す
る
。

近
世
先
哲
叢
談
ニ
モ
此
ノ
話
ヲ
載
セ
タ
レ
ド
モ
、
誤
レ
リ
、
偲
使
後
ニ
四
方
銀
ヲ

骨
董
障
ニ
奥
ヘ
タ
リ
ト
ス
ト
モ
、
席
上
物
品
ノ
寅
買
ヲ
為
シ
、
殊
ニ
倍
債
ヲ
以
テ

之
ヲ
責
ル
ガ
知
キ
コ
ト
ハ
、
断
ジ
テ
為
サ
ザ
リ
シ
ナ
リ
、

木
菟
麻
呂
は
『
近
世
先
哲
叢
談
』
に
も
こ
の
逸
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、

『
先
哲
叢
談
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
兎
に
角
、
批
判
の
内
容
を
整
理
し

て
お
く
と
、
以
下
の
二
点
に
要
約
で
き
よ
う
。
第
一
は
履
軒
が
「
席
上
売
買
ヲ
為
」
す

は
ず
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
履
軒
の
自
宅
は
「
水
哉
館
」
で
あ
り
、
学
問
所

で
あ
る
。
弟
子
と
接
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
こ
は
講
義
の
席
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、

履
軒
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
、
講
義
の
席
で
物
品
の
売
買
を
す
る
は
ず
が
な
い
、
と
い
う
。

第
二
は
値
段
の
問
題
で
あ
る
。
四
方
銀
で
購
入
し
た
も
の
な
ら
ば
、
四
方
銀
で
売
る
は

ず
で
あ
る
。
た
と
え
儲
け
は
骨
董
屋
に
渡
し
た
と
は
い
え
、
四
方
銀
の
も
の
を
一
両
で

売
る
は
ず
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
点
の
批
判
は
何
ら
か
の
資
料
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
極
論
す
れ
ば
木
菟

麻
呂
の
思
い
こ
み
に
よ
る
批
判
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
に
は
、
履
軒
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
人
物
で
は
な
い
と
い
う
認
識
、
す
な
わ
ち
木
菟
麻
自
の
抱
く
履
軒
像
が
あ
り
、

こ
れ
が
『
近
世
先
哲
叢
談
』
の
語
る
履
軒
像
と
矛
盾
す
る
た
め
、
木
菟
麻
呂
は
激
し
く

批
判
す
る
の
で
あ
る
。
木
菟
麻
日
は
曾
祖
父
で
あ
る
履
軒
に
対
し
て
、
思
い
入
れ
が
強

か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

激
し
く
批
判
す
る
木
菟
麻
日
『
先
哲
遺
事
』
に
対
し
て
、
天
囚
『
堂
考
』
は
冷
静
に

こ
の
逸
話
を
紹
介
し
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

或
い
は
履
軒
と
も
あ
ろ
う
も
の
、
己
が
買
い
た
る
鐸
を
門
生
に
又
売
せ
し
こ
と
、

受
取
り
難
き
話
な
り
と
い
う
も
あ
れ
ど
、
比
の
話
は
角
田
九
華
の
近
世
叢
語
に
出

づ
、
九
華
は
竹
山
履
軒
に
親
表
せ
し
人
な
れ
ば
、
虚
伝
と
は
思
わ
れ
ず
、
剰
逸
毒

落
な
る
履
軒
の
事
な
れ
ば
、
斯
る
事
も
あ
り
つ
ら
ん
、
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冒
頭
の
「
或
い
は
履
軒
と
も
あ
ろ
う
も
の
、
己
が
買
い
た
る
鐸
を
門
生
に
又
売
せ
し

こ
と
、
受
取
り
難
き
話
な
り
と
い
う
も
あ
れ
ど
」
と
い
う
の
は
木
菟
麻
呂
『
先
哲
遣
事
』

を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
囚
は
木
菟
麻
目
と
は
少
し
だ
け
距
離
を
と
り
、
こ

の
逸
話
を
文
献
上
か
ら
確
認
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
逸
話
の
出
拠
は
竹
山
・
履
軒
に
師

事
し
た
角
田
九
華
『
近
世
叢
語
』
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
逸
話
は
「
虚
伝
と
は
思
わ
れ
」

な
い
。
天
国
は
木
菟
麻
日
と
異
な
り
履
軒
像
を
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
逸
話
に

妥
当
性
が
あ
る
こ
と
を
素
直
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
は
自
ら
の
履
軒
像

に
固
執
し
、
天
囚
は
む
し
ろ
科
学
的
方
法
か
ら
是
非
を
求
め
る
。
こ
の
両
者
の
態
度
の



背
景
に
は
、
や
は
り
先
述
の
木
菟
麻
呂
「
中
井
家
の
懐
徳
堂
」
と
天
囚
「
大
阪
の
懐
徳

堂
」
と
の
相
違
が
存
在
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
天
因
の
よ
う
に
大
阪
の
た
め
に

懐
徳
堂
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
履
軒
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
何
を
し
た
か
が
問

題
で
は
な
く
、
社
会
活
動
と
し
て
何
を
や
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
た
め
、
こ
の
鐸
の
逸

話
は
単
な
る
私
生
活
に
お
け
る
逸
話
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
と
な
る
。
だ
が
木
菟
麻

日
の
よ
う
に
中
井
家
の
た
め
に
懐
徳
堂
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
『
続
近
世
叢

談
』
に
見
え
る
履
軒
像
は
中
井
家
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
繋
が
る
こ
と
と
な
る
。
両
者

の
背
負
う
背
景
の
相
違
が
、
こ
の
逸
話
の
あ
り
方
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
と
も
思
わ
れ

る。
さ
て
、
個
別
に
内
容
を
比
較
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、

『
堂
考
』
が
、
『
先
哲
遣
事
』
の
記
事
を
掲
載
す
る
場
合
に
は
、
表
現
を
部
分
的
に
変

更
す
る
が
文
脈
自
体
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
掲
載
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次

に
両
者
の
全
体
的
傾
向
を
探
っ
て
い
こ
う
。

両
者
の
全
体
的
傾
向
を
比
較
す
る
に
際
し
て
、
資
料
と
し
て
は
目
次
を
使
用
す
る
こ

と
と
す
る
。
目
次
は
内
容
を
端
的
に
表
わ
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

〔表
1
〕

『
先
哲
遣
事
』

巻

竹
山
遣
事

名
競
嬰
抜
時
代
ノ
事

少
壮
時
代
ノ
事

西
岡
ノ
姻
家
革
島
氏
後
見
ノ
事

竹
山
ノ
三
大
事
業
逸
史
ニ
関
ス
ル
諸
件

竹
山
ノ
身
度
懐
徳
書
院
ノ
燕
集

幼
年
時
代
ノ
事

『
堂
考
』

竹
山
履
軒
竹
山
履
軒
の
幼
時

兄
弟
の
師
竹
山
の
預
人
相
続

規
約
の
改
正
竹
山
の
講
業

西
岡
集
青
雲
の
志

竹
山
学
主
と
な
る
竹
山
の
非
徴

竹
山
と
楽
翁
公
竹
山
の
御
城
入

(
竹
山
退
院
と
蕉
園
相
続

蕉
園
の
天
才
)
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言

行

書

院

蕪

本

大

日

本

史

寓

手

学

校

類

焼

と

再

建

懐
徳
辛
丑
害
時
巻
所
載
懐
徳
堂
書
宴
巻
所
載
一
懐
徳
堂
記
と
諸
聯
五
舎
と
掲
示

揮
沌
諸
彦
銭
叔
賓
築
志
図
引
帖
所
載
逸
史
献
上
竹
山
の
尊
王
(
上
下
)

諸

家

名

競

竹

山

の

学

術

(

上

下

)

巻

二

好

善

の

家

風

竹

山

の

交

出

竹
山
の
高
弟
竹
山
の
風
采
性
格

竹
山
の
著
述

竹
山
退
院
と
蕉
園
相
続

蕉
園
の
天
才
竹
山
逝
去
と
遺
言

学
主
の
後
任

皐
校
再
興
ニ
関
ス
ル
書
類

撃
校
公
務
文
書
逸
史
献
上
記
録

文
恵
先
生
褒
事
録
抄
竹
山
門
下
ノ
高
足

巻

蕉
園
遺
事

名
競
名
字
能
詞

蕉
園
ノ
経
説
蕉
園
ノ
文
技

蕉
園
ノ
橡
定
科
目
蕉
園
ノ
管
校
職

蕉
園
ノ
外
遊
蕉
園
ノ
書
法
蕉
園
ノ
妻
子

蕉
園
ノ
容
貌
蕉
園
ノ
勤
皐
蕉
園
ノ
病
患

外
遊
保
養
ノ
事
竹
山
与
蕉
園
俗
臆

文
明
先
生
裏
事
録
抄
蕉
園
言
志
詩

蕉
園
ノ
和
歌

蕉
園
ノ
幼
時

水
哉
館
ノ
部
履
軒
遣
事

中
井
徳
二
郎
瞬
帯
ノ
記
履
軒
ノ
名
字

履
軒
ノ
皐
舎
履
軒
ノ
容
貌

履
軒
ノ
少
壮
時
代
履
軒
京
遊
ノ
事

巻
四

履
軒
幽
人
と
龍
珠
楼

履
軒
の
入
京
履
軒
慨
世
と
隠
居

水
哉
館
と
華
膏
国
履
軒
の
経
業

履
軒
の
文
章
論
履
軒
の
著
述



履
軒
別
居
ノ
事
履
軒
ノ
経
解

七
経
逢
原
函
偲
山
番
ノ
事

経
書
以
外
ノ
離
題
履
軒
ノ
書
法

履
軒
ノ
詩
文
解
侯
侭
哀
園
賛

偽
書
昔
昔
春
秋
ノ
事
履
軒
ノ
工
技

履
軒
ト
懐
徳
堂
ト
ノ
関
係
履
軒
ノ
言
行

面
自
粛
ノ
事
王
皐
ノ
批
評

懐
徳
書
院
席
上
ノ
狂
詩
水
哉
館
ノ
掲
示

水
哉
館
ノ
領
収
誼
履
軒
死
後
ノ
事

履
軒
ノ
門
人
履
軒
ノ
掻
生
法

柚
園
遣
事

親
友
及
門
弟
柚
園
ノ
妻
子
弁
ニ
墓
所

巻

五

碩

呆

遺

事

碩
果
ノ
名
競
碩
果
ノ
風
貌
性
格

碩
果
ノ
教
授
井
ニ
管
校
職
碩
果
ノ
経
説

編
次
紗
寓
碩
果
ノ
詩
文
碩
果
ノ
書
風

懐
徳
堂
風
ノ
変
遺

碩
果
ガ
政
治
上
ニ
関
ス
ル
事
蹟

碩
果
ガ
理
財
上
ノ
伎
能
碩
果
昆
弟
ノ
友
情

懐
徳
堂
告
文
碩
果
門
人

碩
果
時
代
ノ
事
変
逸
話
三
件

碩
果
終
駕
詩

新
年
自
叙
ノ
作

文
正
先
生
裏
事
録
抄

履
軒
の
文
詩
天
子
知
名
の
印

履
軒
の
書
履
軒
の
工
技

履
軒
の
史
論
天
下
の
偉
人

履
軒
逸
事
(
上
中
下
)

履
軒
の
交
友
門
人

履
軒
と
懐
徳
堂

履
軒
逝
去
と
其
子
孫

碩
果
事
略
(
上
下
)

巻

六

並

河

寒

泉

遣

事

並

河

寒

泉

と

桐

園

寒
泉
ノ
父
母
寒
泉
ノ
幼
時
寒
泉
ノ
兄
弟
一
寒
泉
桐
園
と
大
阪
諸
儒

寒

泉

ノ

配

寒

泉

ノ

子

女

名

競

一

魯

艦

応

接

と

御

城

入

寒
泉
ノ
少
壮
時
代
寒
泉
ノ
修
学
期
・
一
懐
徳
堂
捧
尾
の
事
業

懐

徳

堂

教

授

職

寒

泉

ノ

皐

風

一

山

階

宮

の

懐

徳

堂

御

成

府
城
講
書
ノ
コ
ト
寒
泉
ノ
詞
章
一
懐
徳
堂
の
財
政

寒

泉

ノ

和

歌

懐

徳

堂

ノ

詩

文

曾

一

懐

徳

堂

廃

絶

歴

代

山

陵

ノ

踏

査

一

寒

泉

の

晩

年

魯
艦
入
港
府
臆
接
史
官
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
シ
コ
ト

寒
泉
ノ
著
書

寒
泉
ガ
赤
穂
義
士
ニ
封
ス
ル
追
年

寒
泉
ノ
志
操
寒
泉
ガ
時
世
ニ
封
ス
ル
感
想

寒
泉
ノ
風
貌
寒
泉
ノ
性
格

寒
泉
ノ
講
揮
ブ
リ
寒
泉
ノ
噌
好

寒
泉
ノ
衛
生
寒
泉
ノ
書
法
寒
泉
ノ
交
友

寒
泉
門
人
懐
徳
堂
遺
風
ノ
擁
護

懐
徳
堂
廃
絶
昔
時
ノ
寒
泉

懐
徳
堂
閉
鎖
後
ノ
寒
泉
寒
濡
楼

寒
泉
ノ
墓
石
寒
泉
ノ
男
蓋
街

巻
七

桐
園
遣
事

桐
園
ノ
宗
家
相
績

桐
園
ノ
管
校
職

名
競

桐
園
ノ
風
貌

桐
園
ノ
性
格

桐
園
ノ
書
斎

懐
徳
堂
ノ
授
業

桐
園
ノ
愛
讃
書

桐
園
ノ
詞
章

桐
園
ノ
書
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桐
園
射
ヲ
好
ム
懐
徳
堂
ノ
書
庫

懐
徳
堂
捧
尾
ノ
事
業
嘉
永
中
ノ
事
変

書
院
外
ノ
公
務
逸
史
ノ
上
梓

書
林
ヨ
リ
納
メ
タ
ル
一
札
逸
史
献
上
ノ
事

脇
坂
家
借
書
事
件
龍
野
藩
御
館
入
ノ
事

懐
徳
堂
永
揖
助
成
金

山
階
宮
晃
親
王
御
臨
校
之
事

懐
徳
堂
末
路
ノ
窮
迫
懐
徳
堂
ノ
遺
跡

懐
徳
堂
廃
滅
後
ノ
桐
園
懐
徳
堂
助
教

履
軒
遣
事
拾
遺

左
九
羅
帖
董
鱗
弊
帯
ノ
編
次

回
茅
議
履
軒
言
行
中
ノ
拾
遺

柚
園
遣
事
拾
遺

廃
校
後
の
中
井
氏

補
遺
訂
正

結
論
(
上
下
)

〔表
1
〕
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
『
先
哲
遣
事
』
は
竹
山
以
降
の
学
主
を
逐
一

と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
巻
を
割
り
当
て
て
い
る
の
に
対
し
、
『
堂
考
』
は
蕉
園
・

碩
果
に
つ
い
て
は
軽
く
扱
う
の
み
で
、
寒
泉
・
桐
園
は
ひ
と
く
く
り
に
し
て
扱
っ
て
い

る
。
『
堂
考
』
は
竹
山
以
降
の
懐
徳
堂
で
重
視
す
べ
き
は
竹
山
、
履
軒
、
そ
れ
と
寒
泉

・
桐
園
時
代
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
堂
考
』
の
視
点
は
懐
徳
堂
と
い
う

社
会
的
存
在
の
活
動
を
記
す
上
で
特
徴
的
な
箇
所
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
で

は
中
井
家
の
存
在
は
保
留
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
『
先
哲
遣
事
』
は
少
な
か
ら
ず

詩
文
な
ど
の
原
資
料
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
較
べ

る
と
『
堂
考
』
は
資
料
の
引
用
は
最
小
限
に
止
め
て
お
り
、
詩
文
を
多
量
に
引
用
す
る

こ
と
は
な
い
。

つ
ま
り
記
事
を
個
別
的
に
比
較
す
る
限
り
『
先
哲
遺
事
』
は
『
堂
考
』
の
資
料
な
の

だ
が
、
そ
の
編
集
方
針
を
み
る
と
両
者
は
異
な
っ
て
お
り
、
『
先
哲
遺
事
』
と
『
堂
考
』

と
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
針
に
従
っ
て
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
編
集
方
針
を
具
体
的
に
い
え
ば
、
『
先
哲
遣
事
』
は
学
主
を
個
別
に
扱
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
て
も
中
井
家
重
視
の
発
想
一
「
中
井
家
の
懐
徳
堂
」
を
編
集
方
針
と
し
て

い
る
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
『
堂
考
』
は
社
会
的
存
在
と
し
て
の
懐
徳
堂
重
視
一

阪
の
懐
徳
堂
」
を
編
集
方
針
と
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

「大

4 

結
論

以
上
論
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
『
懐
徳
堂
事
典
』
の
記
事
に
は
幾
分
修
正
が
必
要

と
思
わ
れ
る
の
で
、
修
正
を
加
え
て
お
こ
う
。
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中
井
木
菟
麻
日
が
中
井
家
伝
来
の
資
料
や
並
河
寒
泉
か
ら
の
伝
聞
を
も
と
に
作
成

し
た
懐
徳
堂
諸
先
哲
の
伝
記
。
中
井
木
菟
麻
呂
の
手
稿
で
明
治
四
十
三
年
(
一
九

一
O
)
の
作
。
全
七
巻
二
冊
。

製
作
年
が
「
明
治
四
十
三
年
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
厳
密
に
は
明
治
四
十
三
年
に
資

料
整
理
を
始
め
、
四
十
三
年
の
末
頃
か
ら
執
筆
を
開
始
し
、
脱
稿
し
た
の
は
翌
明
治
四

十
四
年
六
月
末
の
こ
と
。

懐
徳
堂
と
水
哉
館
に
関
わ
る
先
哲
の
内
、
中
井
聾
庵
と
履
軒
の
伝
記
に
つ
い
て
は

「
胎
範
先
生
行
状
」
「
履
軒
先
生
行
状
」
が
残
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
竹
山
そ
の

他
に
つ
い
て
は
墓
誌
銘
以
外
に
依
る
べ
き
資
料
は
な
か
っ
た
。
本
書
は
こ
う
し
た

状
況
に
鑑
み
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
竹
山
か
ら
寒



泉
・
桐
園
時
代
ま
で
に
つ
い
て
詳
細
に
内
情
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
本
書
は
、
西

村
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
木
菟
麻
呂
に
要
請
し
た
も
の
で

あ
り
、
『
懐
徳
堂
考
』
の
基
礎
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

「
履
軒
先
生
行
状
」
は
木
菟
麻
呂
が
執
筆
中
の
原
稿
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
残

さ
れ
て
い
た
伝
記
は
「
胎
範
先
生
行
状
」
の
み
で
あ
る
。
ま
た
「
竹
山
そ
の
他
に
つ
い

て
は
墓
誌
銘
以
外
に
依
る
べ
き
資
料
は
な
か
っ
た
」
の
で
木
菟
麻
呂
は
『
先
哲
遣
事
』

を
執
筆
し
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
直
接
の
執
筆
動
機
は
天
囚
の
資
料
要
求
に
あ
っ
た
。

重
要
度
か
ら
い
え
ば
、
天
囚
の
要
求
の
方
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
記
録
と
『
懐
徳
堂
考
』
と
を
対
照
す
る
と
、
『
懐
徳
堂
考
』
が
い
か
に
本
記
録

に
依
拠
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

個
別
的
に
見
て
い
く
と
、
確
か
に
『
堂
考
』
は
『
先
哲
遺
事
』
に
少
な
か
ら
ず
依
拠

し
て
い
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
編
集
方
針
に
関
し
て
は
両
者
は
異
な
っ
て
お
り
、

『
先
哲
遣
事
』
が
「
中
井
家
の
懐
徳
堂
」
を
編
集
方
針
に
お
い
て
い
る
の
に
対
し
、
『
堂

考
』
は
「
大
阪
の
懐
徳
堂
」
を
編
集
方
針
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
編
集
方
針
の
相

違
は
こ
の
後
の
両
者
の
活
動
に
一
層
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
木
菟
麻

目
は
懐
徳
堂
復
興
運
動
か
ら
離
れ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

(
注
一
)

多
治
比
郁
夫
「
大
阪
人
文
会
覚
え
書
」
(
『
な
に
わ
づ
』

η

大
阪
府
立
図

書
館
一
九
七
八
年
)
及
び
『
電
子
懐
徳
堂
考
』
(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研

究

科

二

O
O三
年
(
平
成
十
五
年
)
)
参
照

『
懐
徳
』
五
五
号
(
懐
徳
堂
記
念
会
昭
和
六
十
一
年
)

陶
徳
民
『
日
本
漢
学
思
想
史
論
考
|
|
祖
掠
・
仲
基
及
び
近
代

l
i』
関

(
注
二
)

(
注
一
二
)

(
注
四
)

(
注
玉
)

(
注
六
)

(
注
七
)

(
注
入
)

西
大
学
東
西
科
学
研
究
所
平
成
十
一
年
)

「
履
軒
先
生
行
状
ノ
草
稿
」
と
は
木
菟
麻
呂
の
筆
に
な
る
草
稿
で
あ
り
、

寒
泉
以
前
に
存
在
し
た
も
の
で
は
な
い
(
池
田
光
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
)

木
菟
麻
呂
の
母
は
竹
山
の
外
孫
で
寒
泉
の
娘
の
霜
で
あ
っ
た
か
ら
、
木
菟

麻
日
に
と
っ
て
寒
泉
は
外
祖
父
に
相
当
す
る
。
木
菟
麻
自
の
父
で
あ
る
桐
国

は
門
下
生
及
び
子
女
に
対
し
て
は
厳
格
で
、
そ
れ
は
子
の
木
菟
麻
呂
と
い
え

ど
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
幼
児
期
の
木
菟
麻
呂
は
父
相
園
に
教

わ
る
の
を
恐
れ
、
寛
容
だ
っ
た
外
祖
父
寒
泉
に
つ
い
て
学
聞
を
修
め
た
と
い

う
(
「
桐
園
ノ
性
格
」
(
『
先
哲
遣
事
』
巻
七
参
照
)
)
木
菟
麻
目
は
寒
泉
に
可

愛
が
ら
れ
て
育
っ
た
の
で
、
寒
泉
か
ら
懐
億
堂
に
関
す
る
こ
と
を
多
く
聞
か

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

木
菟
麻
呂
は
終
生
一
貫
し
て
日
記
を
つ
け
続
け
た
が
転
居
な
ど
を
機
会
に

日
記
の
題
名
を
変
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
『
秋
霧
記
』
と
は
明
治
三
十
四
年

七
月
か
ら
大
正
三
年
十
一
月
ま
で
の
日
記
の
題
名
で
あ
る
。

重
建
懐
徳
堂
の
成
立
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
重
建
懐
徳
堂
の
成
立
」
(
『
清

真
学
園
紀
要
』
十
九
・
二
十
合
併
号
平
成
十
七
年
三
月
)
参
照
。

懐
徳
堂
関
係
の
資
料
を
求
め
て
い
た
の
は
天
囚
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
木

菟
麻
呂
が
初
め
て
天
因
と
面
会
し
た
時
、
そ
の
場
に
立
ち
会
っ
た
幸
田
成
友

も
ま
た
『
大
阪
市
史
』
編
纂
の
た
め
に
史
料
を
木
菟
麻
目
に
頼
ん
で
い
た
よ

う
で
あ
る
。
『
秋
霧
記
』
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
七
日
に
は
「
懐
徳
堂
雑

纂
ヲ
校
正
ス
」
と
あ
り
、
一
月
三
十
日
に
「
懐
徳
堂
雑
纂
校
正
業
ヲ
卒
フ
」

と
あ
る
。
二
月
一
日
に
は
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
ヲ
校
正
ス
」
と
あ
り
、
同
内

容
が
二
月
八
日
ま
で
続
き
、
二
月
九
日
に
「
懐
徳
堂
纂
録
及
ピ
懐
徳
堂
記
録

拾
遺
ヲ
仮
綴
ジ
し
暮
経
・
屋
ニ
ユ
キ
テ
上
下
ヲ
断
タ
シ
ム
」
と
あ
り
資
料
を

製
本
、
二
月
十
三
日
に
郵
送
し
て
い
る
。
そ
の
記
事
は
以
下
の
と
お
り
。
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(
注
九
)

小
包
郵
便
懐
徳
堂
纂
録
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
井
ニ
拝
恩
志
喜

右
三
巻
大
坂
史
編
纂
係
幸
田
成
友
岩
橋
小
繭
太
二
氏
ニ
借
与
ス
昨
秋
秋

九
月
中
ニ
送
ル
ベ
キ
箇
ノ
慮
多
事
ノ
属
ニ
収
輯
校
合
ナ
ド
ハ
カ
ド
ラ
ズ

シ
テ
遂
ニ
今
ニ
及
ベ
リ

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
昨
秋
九
月
」
と
は
天
囚
・
幸
田
と
会
っ
た
の
は
前
年

(
明
治
四
十
一
年
)
八
月
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
面
会
の
時
に
幸
田
か
ら
資

料
を
頼
ま
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
後
に
幸
田
は
東
京
に
戻

り
『
大
阪
市
史
』
と
は
別
に
『
懐
徳
堂
旧
記
』
と
い
う
冊
子
を
東
京
で
刊
行

し
て
い
る
(
明
治
四
十
四
年
)
。
幸
田
成
友
及
び
『
大
阪
市
史
』
に
つ
い
て

は
大
阪
市
史
編
纂
所
・
大
阪
市
史
料
調
査
会
『
大
阪
市
史
編
集
の

5
0年
』
(
創

元

社

二

O
O
二
年
)
及
び
大
阪
読
売
新
聞
『
百
年
の
大
阪
』
第
三
巻
「
続

明
治
時
代
」
(
大
阪
読
売
新
聞
社
昭
和
四
十
二
年
)
参
照

こ
の
期
間
の
木
菟
麻
呂
の
資
料
整
理
の
状
況
を
示
し
た
資
料
を
挙
げ
て
お

く
。
但
し
、
単
に
「
資
料
整
理
」
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
部
分
は
省
略
し
た
。

天
囚
氏
ニ
送
ル
ベ
キ
竹
山
履
軒
蕉
園
寒
泉
四
先
生
ノ
遺
書
目
ヲ
作
ル
(
同

三
月
三
日
)

封
書
一
通
西
村
時
彦
氏
中
井
氏
家
譜
ヲ
添
フ
西
村
氏
過
日
ノ
書
可

ニ
聾
庵
先
生
巴
後
ノ
系
譜
ヲ
求
メ
ラ
レ
タ
レ
ド
モ
家
ニ
系
譜
ナ
キ
故
実

陰
集
中
ノ
墳
誌
ニ
テ
他
ヲ
輯
収
シ
テ
一
系
譜
ヲ
制
シ
タ
リ
(
同
十
月
十

四
日
)

(
注
十
)

先
哲
ノ
遺
稿
ヲ
整
理
シ
畢
リ
タ
ル
ニ
付
キ
:
:
:
(
同
士
一
月
一
日
)

一
月
二
十
三
日
の
記
録
で
は
「
先
哲
遣
事
巻
上
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ

だ
け
「
巻
上
」
と
い
う
表
現
が
採
ら
れ
て
い
る
。
『
先
哲
遣
事
』
は
二
冊
七

巻
本
な
の
で
「
巻
上
」
と
い
う
表
現
も
冊
数
を
示
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
第

一
冊
目
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
詳
細
は
未
詳
で

(
注
十
一
)

(
注
十
二
)

(
注
十
三
)

(
注
十
四
)

あ
る
。竹

腰
礼
子
「
懐
徳
堂
文
庫
を
守
っ
た
人
|
|
中
井
木
菟
麻
呂
翁
の
功
績

|
|
」
(
『
大
阪
あ
1
か
い
ぶ
ず
』
特
集
号

M
m
2
(
大
阪
府
公
文
書
館
一

九
九

O
年
)
北
崎
豊
二
「
中
井
木
菟
麻
日
の
水
哉
館
再
興
計
画
|
|
昭
和

初
年
の
場
合
|
|
」
(
『
懐
徳
』
六
八
懐
徳
堂
記
念
会
平
成
十
二
年
)

湯
浅
邦
弘
「
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
と
懐
徳
堂
(
『
国
語
教
育
論
叢
』
第

十
四
号
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
二

O
O
王
年
ご
及
び
前
掲
拙

稿
参
照『

懐
徳
』
叩
(
懐
徳
堂
堂
友
会
昭
和
七
年
)

前
掲
「
己
巳
残
愁
録
」
参
照

前
掲
北
崎
論
考
参
照
。
大
阪
大
学
付
属
図
書
館
「
懐
徳
堂
文
庫
」
所
蔵
「
新

国
文
庫
」
に
『
逢
原
出
版
書
状
』

(
E
m
記
録
日
制
)
と
称
さ
れ
る
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
コ
周
易
逢
原
見
積
書
」
(
「
捌
円
、
上
中
二

冊
合
セ
テ
壱
千
冊
」
と
あ
る
)
や
、
各
種
出
版
屈
が
(
大
正
日
年
3
月
日
日

付
『
周
易
逢
原
』
上
巻
一
冊
の
出
版
届
、
大
正
日
年
7
月
1
日
付
『
周
易
逢

原
』
下
巻
一
冊
の
出
版
届
、
昭
和
2
年
8
月
1
日
付
『
中
庸
逢
原
』
一
冊
『
大

学
雑
議
』
一
冊
の
出
版
届
)
が
含
ま
れ
て
い
る
。
出
版
届
中
、
発
行
者
は
岡

田
利
兵
衛
と
中
井
木
菟
麻
目
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
木
菟
麻
日
は
大
正
十
五

年
十
二
月
付
で
「
重
建
水
哉
館
鴎
盟
会
同
志
」
と
称
し
、
「
重
建
水
哉
館
に

対
す
る
企
図
」
と
い
う
一
枚
制
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
『
逢
原
出
版
書
状
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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